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インド各地の研究所をたずねて

昨年12月下旬インドのニュｰデリｰで開かれた第22回万国

地質学会議に出席した折合螂の前後に私はインド東都と北

部にあるいくつかの研究所をたずねてみた.もとより短い

時間であったしごく表面だけの観察と体験になってしまっ

たけれども私たち日本の研究者のおかれている環境と比較

するといろいろちがった､点もみられたのでそうしたこと

をあらましここでお話しをすることにしよ､う.

インドはたしかに大き祖国である.冬であっても東

部のカノレカッタでは食事時扇風機が回っていたし他方

北西部のニュｰデリｰでは夜走っている車の前ガラス

は水滴でおおわれてしまった.こういった気候の差

また150にのぼるといわれる言葉のちがいその他私

たちの目にふれないいろいろの問題を含むその広い国

土の中華旅行してみるとその環境は私たちの生活とは

テンポもスケｰノレも全然ちがうということを感じな

いわけにはいかたかった.

カルカッタ

インドの玄関口カルカッタ(Culcutta)についたのは

12月の初めであった.まず私の目をひいたものは飛行

揚から町へと夜道を車で飛ばしている間に見た人々

の姿である.白い布を体にまとって夜もおそいという

のにおびただしい人々が街頭に出ていた.出ていた

というよりもそこに住んでいるといった方がよ.いかもし

れ恋い.カノレカッタの人口は500万または700万人

ともいわれその点では世界でもロンドンにつぐ大都

会ということになとている.しかしこうした人口を形

造っているものにはパキスタンからの避難民も多く

1矯

徳永重元

そこに大きな社会的問題がはらんでいるといえよう.

こうした混雑があるとはいえその町並は壁とした英

国風あるいはインド風の建物からなっていて市の中央

部の公園は広々として人々の憩いの場所となっていた.

インド地質調査所はその公園に面したインド博

物館の裏側にある.この地質調査所についてはすでに

地質調査所の沢田秀穂技官が詳しくのべている(地質ニ

ュｰス66号ユ960)のでこまかくはふれないがその中の

古生物学部についてだけ見聞したことを記しておこう.

まず狭い入口で記帳し素通しのエレベｰタｰで2階

へ上ると研究室は廊下をはさんで2列に並んでいた.

その1室に案内されてみるとそこは古植物学の研究

室であった.ちょうどおもな人たちが万国地質学会の

旅行へ出てしまったというのでシン(G.Singh)という

若い植物化石専門家とチャンドラ(A.Chandra)とい

う花粉学者に会った.ここではおもに石炭紀と二畳紀

の胞子化石について研究が行なわれていた.壁には時

代別にまとめた胞子化石の写真カミはってあり取り扱っ

ている試料はビノ'一ノレ･オリッサ両州内の炭田から採

取したものでおもに石炭の花粉学が行なわれていると

いってもよいだろうこのほかに有孔虫化石や大形の

植物化1石またその他の化石などの研究も行なわれ動物

化石のよい標本がたくさんあることが知られている.

インドの地質調査所はこのカルカッタが中心と改っ

てはいるが数州に分室や支所というものがあって人

員の総計は500名位である.
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とたりの博物館にはごく短い時間しかい恋かったので地

質学の陳列場をほんのすこしのぞいたにすぎたかった

しかしその室が限石ギャラリｰ(MeteoriteGa11ary)と

銘うってあるだけにいろいろの1噴石が陳列されてあり

さすがに広いインド大陸だけあって明石もよくおちて

いるもだと感心させられた.もう1つの展示室はシワ

リクギャラリｰ(SiwarikGa11ary)と名付けられており

インドでも有名た第三系であるシワリク層から発見さ

れた哺乳動物化石がたくさん並べられてあるとのこと

だった.そのほか民族学や人類学生物学などの資

料･インドの歴史的資料などその内容は豊かである.

その建物の中は撮影禁止となっていたがその代り各

部門別の詳しい解説書ができていて参観者の便をはか

っている.

またこのカノレカッタで見逃すことのできないところと

して植物園(IndianBotanicGarden)がある.街中

にあるホテノレを出て街の中央部を流れるホｰリｰ河に

(HoughlyRiver)かかる大きな橋をわたると急に古

い商店街や住宅の中に入る.軒を並べた小さな店先に

は人々が集り牛や犬が往来して車も止められることが

壮虫

類々で人々の生の生活がみられるのもこのあたりである.

そこを通りぬけ行くこと約10分位植物園の門を過ぎる

と全く別世界のような離かな環境に入ってしまった.

外国人だけは園内を車で回ることができるというが

私たちも広い園内のあちこちを見て回った.椰子や溶

樹そのほか南方の植物が茂り池のほとりには白い記念

碑がいくつか建っていた.こうした中でのとくに見所

というのがいくっかある.1つは池にうかぶオニノ･ス

(ηo施ガαグ域α)でアマゾン地方からもってこられた

ものでちょうど冬の季節で花カミ枯れた時期校ので比

較的小さな葉しか残ってい在かった.

次に目立つものはおびただしい気根をもった大藩樹

(凧㈱加昭α1㈱ξ8)である,重れ下った気根の数は

牛が車より縫兜す蓬1躯ア(加けツ州納)

約1000本樹齢200年樹の広がっている周囲の長さは

約400mという代物で近よってみると森の中に入って

ゆくような錯覚すらおぼえた.その他椰子をうえこん

だ建物や蔦性のものをあつめた所枚ど長い時間をかけ

ても見あきることはない.残念恋がら冬の間花は少

ないので緑の美しさを見るに止った.この植物園に

あるさく葉標本は東洋一というはなしである.

ラクノｰ

ラクノｰ(Lucknow)市はカルカッタから飛行機で

約21時間の距離にある.昼すぎにカノレカッタを発った

機は赤色の土と緑の耕地が安さくするはてしない広

野をとびつづけ夕暮近く郊外にある飛行場についた.

この都会は街路樹の緑も濃くあちこちに円屋根のあ

る寺院もみえるといった学術都市のようだ印象をうけ

たのだカミよくきいてみるとまた軍都でもあるとのこ

とだった.しかし私たちが10目近くすごしたあたりは

大学や研究所のある一角で朝早く通学の人々がゆきか

う風景は服装こそちがうけれどどこも同じだと思っ

た.その一角にあるビルバル･サｰ二台植物研究所

(Birba1SahniInstituteofPa1eobotany)はこの市

で有名なばかりでなく世界的にもその名が知られてい

る｡ここで12月6目から13目までインド古植物学会

主催の集会が開かれたのだがそのこと1こっいては別

稿でのべる予定に放っているのでふれないでおく.

この研究所は故ビノレバノレ･サｰ二博士によって建てられ

たもので彼はニュｰデリｰ大学や英国に学んだ有名

匁古植物学者であった.そして郷里のここに私財をも

ととし政府の援助も加え立派な研究所を設立した.

定礎式には故ネｰノレ首相自ら手を下し今回の学会の会

期中もシャストリ現首相が来所され私たち外国から

の出席者1人1人と握手されねぎらいの言葉をかけて

カルカッタ権物闘θ)池にあるオ鴛ハス(仰`ま舳撹プ昭狛)�
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下さった.政府がこうした1研究所に力をかしている

というのは珍しいケｰスでは枚いだろうか.

そのサｰ二博士はこの研究所が完成してわずか1ヵ月

後に亡くなり今正面の庭に彼の墓がある.遠来の客

がそなえた花に埋った六角形に形どったその墓石を中心

として大きな建物が配列されている.1階には所長

室･事務室･図書室･実験室･展示室など2階には研

究者個室･講義室などがある.建物の袖に当る部分に

は顕微鏡室･来客用個室桂どそれらがすべて古植物学

研究のためにというのではどうも私たちの研究室とは

スケｰノレがちがうといわざるをえない.

私たちもはじめはこの来客用の室に入ったのだが研

究所自体が町から離れていて食事に困ったことや蚊が

多いのに閉口してとうとう町のホテノレに移ってしまっ

た現在この研究所の職員は技術部門40人事務部門4

人ということである.その組織については下表に示し

た.

サｰ二研究所の組織

名誉所長(サｰ二夫人)

1折炭

刷所炎

������

事=さ図=字1襟1}r11鈴節可f布

く生坐三四炭汕

､務葉書真物代代紀紀研研

標研研研研究究

室本室索館究究究究索密

室襲嚢1卵11

�

人

44613425565員

ここで研究されている対象は古生代から第四紀まで

の胞子と花粉の化石またインドでよく産出する材化石

藻類化石抵とだが第三紀の葉化石については祖かな

かよい標本淋えられ粗いらしくこうした方面ではわ

が国の方がはるかに条件がよいということがいえそう

である.この研究所における特色はまたよく整備さ

れた図書館と展示室であるともいえよう.金に糸貝を

つけず集めたといえぱそれまでだが長い間かかって集

めまた自然に集まってきた植物学と古植物学の本が

うらやましくなるほどよく整理され収められてある.

また展示室で人目をひくのは部屋の一面全部を賞し

て作られはめこまれた古植物学についてのパネルであ

る.それらのパネルには各1時代別に植物化石が貼り

つげられてありその下にはその時代の地球上の古地理

図が面かれパネルの上部には各時代の森林復元図がで

きている.石炭紀の初期から第四紀まで約10面が並ん

でいて見学者はいながらにして地質時代の植物灘の生

態のうつり変りを学ぶことができるようになっていた.

また部屋の一隅には石炭の展示もあった.インドに

は古生代の大炭田があるためその炭質の研究も当然す

すめられているがしかしわカ酒の石炭とは石炭組織

や分類の上でも異なった点がある.'その展示によるイ

ンド炭の分類を下表に示してみよう.

��捴��

��捴��

��敎��

Gr日deNo.2

��敎�㌀

灰分(%)カロリｰ(Ca1)

g以下6800

11以'ド6500以｣L

ユ3以下6500以上

16エユ'卜6000工工｣二

その他のすべての布放

水分(%)

5以下

6以下

9以下

10以'ド

またその説明によるとインドの石炭の年産額は約3000

万トンその3分の1は鉄道用6分の1はコｰクス用

炭のこりは各種の燃料として消費されている.また

ここにはインド国内での有名在植物化石の産地図もあ

ったので紹介しておく.

石炭組織の区分には古生代の石炭を基盤としている

ので㍑ツの刈}フス(Sto嘩)の分類をそのまま

ラクノ㍗布のメインストリｰトタクシｰはなくもり

ぱら自転車と輪タクの天下である

サｰ二音植物研究所正面巾央に故サｰ二博士の撞がある�
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用いてビトレイン(Vitrain)デュレイン(Du｢ain)フ

ゼイン(Fusnin)などの要素を割り切って表現してい

た.そしてこうした石炭組織と植物質との関連性もこ

この1つのテｰマとなっているようであった.

この古植物研究所に接してラクノｰ大学がある.こ

の大学の植物や地質系の学生などがこの研究所に手伝

いの形できているのも多いということである.女子学

生カ干赤や青黄などのサリｰをまとって学会に出席し

ていたのもいかにも若いインドの姿をみるようだった.

私たち日本人3名はこうした彼女たちからサイン攻めに

あった.国内にいたらとてもこのようなことも狂い

だろうに遠く離れた国にくれぱ珍しがられ漢字で署名

して上げるととくに喜んでいたのも放つかしい思い出

である.その彼女たちの着ているものをみると町の

店でみたところによれば数万円はするといったサリｰ

を着ているしそのほかよそおいにもやはり彼女たち

が富裕な階級の子女であることが想像できた.これら

の研究所で学ぶことのできる若い人たちはやはリエリ

ｰトと呼ばれる人たちなのだろう.

ラクノｰ大学は円屋根や回廊のあるいかにもインド

風な寺院のような建物からできている.各部がこうし

たいくっかの建物にわかれており敷地も広くとってあ

った.こうした大学と研究所のほかにこの市には国

立植物園(Nationa1BOtanicGardens)というのがある

この植物園は研究所と庭園の2つにわかれており研究

所の方はきわめて基礎的な仕事を庭園の方はより実際

的た仕事をやっていた.12月というのに真赤にさいた

ブｰゲンビリアの花や今を盛りと咲いているツツジ科

の花がこの美しい植物園をいろどっていた.

研究所の方には植物のビｰルスその他の研究もあるが

私は詳しく花粉学研究室を見ることができた.この花

粉学研究室は主任以下7名(男2名女5名)からなっ
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ており現生の植物の花粉の収集と分類に重点がおかれ

ている.そして花粉標本の交換や花粉学についてのイ

ンフォメｰションセンタｰの役目をしているそれらの

標本も約6000種におよんでおり整理方法も合理的で種

カｰドなどもよくできておリたいへん参考になった.

こうした作業が都合よくはこノンでいる理由は細かい仕

事がすべて女性の手にゆだねられているからでもあろ

う.この研究所の内部は外来者に対して非常に行き

届いた酉己慮が粗されている.たとえば1つの部にゆ

けばその仕事の内容がやさしくパネルに作られている.

そして説明者も活発な若いインド女性が多く本当に

意外な感に打たれたことである.外の町がどにたたず

んでいる中年の男たちとの対象があまりにも大きいだ

けに若いインドの息吹きがこうした所にあるのかも

しれないと思ったりした.

ニュｰデリｰ

ラクノｰからニュｰデリｰまでは途中観光地で有名

なアグラを通ってやはり2時間位の空の旅である

サｰ皿舳直物級腕穆ゆ鰍夕瞳峠映にインド経地から

染められた甘化愉からたる雄1行がおかれている

サｰ鴛泣植物研究所の陳ダ瞳種類別ご植物化肴がな

らぺられてある�
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暮色こいインド中部の大平原を飛行機の窓から恋がめる

うちにすぐに目は暮れあちこちの村落の灯のきらめき

を窓外にみてニュｰデリｰについた.ここはラクノ

ｰとはちがって1国の首都である.市の中央を東西に

走る大通りラジバス(RajPath)を中心とした地域は

東京の国会議事堂付近を10倍も広くしたといった規模で

ある.遠く丘の上にそびえる大統領官邸･議事堂･内

閣の建物などはうす赤色のレンガからできているので

空との調和カ三美しい.こうした一角にあるVigyan

Bhawan(科学館)という建物で今回万国地質学会議が開

かれたが学会のことについては別稿でとり上げられる

予定衣のでここではふれないでおく.この建物の隣に

は博物館(Nati㎝alMuseiam)がある.石造の建物の

内部は中庭をめぐって陳列室カミあり1階には各所で発

掘された器彫刻石像などインドの歴史を物語る数次

の逸品2階には工芸品3階には鋼器宝石祖ど所

せましと並んでいる.私たちの専門に近く興味をひい

たものはインド国内で発見された旧石器である.

わが国での1目石器がいろいろ話題になっている折柄

これらのものをながやてみると関東ロｰム層の下部か

ら見出されたものとは大部形がことなり礫器文化のう

ちでも原始的な形ということで全く河原に転っている

石の一端を欠いたといったような感じだった.これら

はパンジャブ州ダラｰ(Gu1er)から発見されたものなの

である.どこの都会にいっても感じたことは博物館

が必ずあるということである.その内容には精粗はあ

るだろうが自分たちの民族的な意義をはっきりさせる

という意味をも加えて啓蒙に役立っていることはく

る人たちの表情をみていてもわかった.

デラドウン

ニュｰデリｰでの万国地質学会も終りに近くなった頃

私はかねて連絡しておいた石油1天然ガス公社(0i1鋤d

Natura1GasCom㎜ission)の研究所に行くことになっ

た.その研究所はニュｰデリｰの北東方約400kmヒマ

ラヤのふもとデラドウン(DehraDun)の町にある.

そこまでゆくにはバスにしろ汽車にしろ10時間位が

かるというので昼間ゆけるバスをえらんで出かけた､

オｰノレド･デリｰの町を朝9時に出たバスは見わた

す限り砂糖きびの畑･菜の花それに牧草とv'う単調な

大平原を坦々としたよい道で走りつづけた.約2時間

ごとに小さな町に入るとバスタｰミナノレとなっている

広場に走りこむ.

すると何十人もの男たちが私たちのバスを取りかこん

で口々に何か叫んでもみあう.つまり降りる人の荷物

をかっがせてくれということだった.こうしたさわが

しさも大都会をは狂れるにしたがって桂くなりムザ

ファ･ナガｰノレりレｰキｰ和どという町をすぎる頃は

車窓からみる農村の風景にふと故国を思い出すといっ

た親しみがあった.大平原に働く人々のほとんどは砂

糖きびの刈り取りに忙しく働いていた.いくつかの村

をすぎる時いつもみることのできたのは丸く固めた

黄色い粗糖の包綿それに野菜などである.平野の

所々には湿地帯がありその水辺にはヤシの木が生えて

いるのが唯一の変化のあるなカミめであった.

サｰご研究所で学んセいるラクノ一大学生クツリノパ樽土(ソ連)

をかこんで

もううす暗く在りかけた6時頃車ははじめて山地に

さしかかった.ちょうど箱根の1⊥1を登ってゆく時のよ

うに渓谷にそった曲りくねった道路をすぎてゆくと

遣のそばに試錐の櫓が建っているのが目につv'た.そ

こは前にいったインドでも有名なシワリク層から怒って

いる山地で上部には著しい厚い礫層下部は凝灰岩と

なっている層序がよく見ることができた.この試錐井

のそぱには柵をめぐらしてラクダが10頭近く囲われて

いたし象カミ木材をひいてくるの1ζもすれちがった｡�
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こうした家畜が近代的なボｰリング作業に恋くてはな

らぬという所に面白みがある.

その付近の密林の中には切りひらいた道がいくすじ

もみえたがあちこちにこうした層序試錐が行なわれて

いる様子できけばこの付近からは石油はでないとい

うことであった.

目的地デラドウンはこうした山地を登り切って広い

高原へ出た所にある.高原というよりもむしろヒマラ

ヤの裾野といった方がよいだろう.北の空を限って扇

風のように山々の嶺がっづきその稜線にあるムソｰリ

(Mussouri)の町の白い家々がデラドウンからよくみ

える.そのムソｰリは標高2500mのところにあり

そこからはさらに奥のヒマラヤの山々がみえるという

ことだったが残念ながら時間が恋くゆけなかった.

高原の町デラドウンは英領時代から避暑地としてかな

り知られそのため小奇麗た小さ板ホテノレがいくつもあ

る.町にも英語の看板込多く別荘といいたいような

住宅も多い.この町にある;百油･天然ガス委覇会

(Oi1andNatura1GasCommissi㎝)研究所は4カ

所にわかれている.

本部および二岩石･花粉学研究室･古生物研究室･地質

図研究室･化学実験室たどいずれも個人の住宅を改造

して入っているため相互の連絡には少し不便だった.

私が訪問したのは化学実験室の中にある花粉分析室と

本部にある花粉研究室の2つであった.

町の表通りから少し入った軒のひくい家の1隅に花粉

分析の機械的化学的処理室があって男5人女1人の

技術員が働いていた.おもピ新生代の岩石から花粉や

胞子の化石を取出していたがその処理法は私たちのや

っていることと大差はなくただ少し工夫していること

といえばプレパラｰトに封入する場合回転板の上に

標本をのせて作業しやすくしている程度であった.

ここからジｰプで10分位走ると静かな住宅地に入

る.菊のような花の咲き咲き乱れた庭のついた家の2

階に花粉学の研究室があり階下は岩石学研究室とたっ

ていたここで観察されている花粉化石はインド国内

の含泊地帯であるアッサムと西部海岸地域からの試料で

あって試錐コアの層序的解析の役に立っていた.こ

こで取扱っている試料カミおもに古第三紀のものである

ことや実際の作業と直結しているという点に興味があ

った.観察は4名はかり従事しており別に胞子の観

察には1名が当っていた.研究主任などをあわせると

花粉学調査には13名が当っていることになる.階下の

岩石学研究室ではおもに堆積岩についての研究が行な

われており対象とする領域はヒマラヤとデカン高原

との間の平野に下した試錐の解析であった.この平野

といえば西はニュｰデリｰ束はカノレカッタまでつづ

くものでいわぱインドの中心部ともv･えるだけに地

下の資源の探査に力が入れられているのであろう.

これらいくっかの研究所の訪問をおえてホテルにもど

ってくるといつも芝生の上の椅子によって眠っている

老人が目についた.ある時思い切って話しかけてみる

と彼はこのあたりの開発に従事していた英国人でイン

ド独立後解雇され今は恩給で心配たく暮している.

しかし自分のてがけたこの土地は忘れがたくこうして

何もすることはなくホテノレ住いをしているのだそう

だ.英領から独立ヘインド開発の歴史の上にも大き

桂変化がありその人の話をきいていてどの研究所へ

行っても英国人の顔はみられなかったことが思い出され

た.

ゆるやかな起伏の丘の上を美しい並木路がつづいてい

る.こういった風景はデラドウンの郊外によくみら

れるがその1角にインド森林研究所(F0欄tResearch

ラクノｰにある魑立植物闘の花粉研究所

にある空rト花粉採集器

篁ユｰデリｰからデラドウン嚢ではバスで10階i飼がかる

てr砂糖きび｣畑人々は刈リ取りに忙しい

途の糊こみ克巻のはすべ�
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InstituteOf工ndia)がある.町から車で10分ばかリ

構内に入ってまず驚かされるのはその規模の壮大さで

ある.この稿にそえた写真に映っている部分は全体

の約3分の1にすぎない.よほど遠くにゆかなけれぱ

全部カミどれ狂いといった代物である.1906年以来イン

ド国内の森林について調査と研究がここで行なわれてき

たというから約60年の蓄積といったらよいだろう.

ここにあるさく葉標本はインドで1,2のものといわれ

見学しただけでも東南アジアを中心とし世界各国の種

類が集められていることがわかったかその数は数10万

葉ということである.材質研究室でも四周天井まで何

万という材の小片が1っ･1っ名前がつけられ並んでおり

とにかく量的であるのとこれまた整理のよく行届いて

いるのとに感心させられてしまった.ここには約500

人が働いており各部に展示室がありその組織は下表

のようになっている.

林醐究所の組織

所長

���

1専廠森利生

撮壌林川物

(育音11帝11帝11

牝洲

弩I11｣Il■j111jII一｣

��

｢!r1111111111

イイ伐森蝋鯉繊水森兇木病梱

<ン採林材埜緋杉林虫材碧…簸

ドドセ丈機に及乾保字解学竿

森ン化榊事ぴ繰謹研削研研

レ林タｰヒ研研翻モ研{1汗先学究究

イ1ン究究所塞究室研室艶

と横タ室窒究塾塞究

室窒

ヤ

段

この研究所に付属している植物園は東南アジア特有

の珍しv･植物がうえこまれてあり訪間者の目を楽しま

せてくれる.冬の季節とくに私の訪れた頃このあ

たりでは夜は肌寒くなる､この町は緯度からいえば

北緯30はリ少し北てほぼ鹿児島のあたりに当ってい

るし大陸性気候のせいもあって乾燥した大気がまこ

とに気持よかった.

この植物園の中でちょうど花を咲かせていた樹々と

いえぱあひるような形のむらさき色の花をつけていた

アリストロキア(五7畑0100肋α肋幽θ榊8)細長い筒状

の赤い花をつけたオノレムスキオルデイァ(亙01㈱肋脇ω

sα惚伽吻)白い束になった房状の花をもつユｰゼニ

ア(Eug㎝ia)など日本ではなじみのうすいものぱかり

であった.

広大な構内には職員の大半が住んでいて町まで帰る

人のためにはバスが通って.いたこういヲ研究所をみ

ているとまさしくこれは研究所の疎開であり団地化

であるような気がしてきた.ニュｰデリｰのような夏

の物凄い暑さをのがれこの涼しい高原に研究所がある

ことは標本の保存ということまた研究のできる静か

な環境ということにも好適である.しかしニュｰデリ

ｰより1011李間も交通機関にたよらねばならず空港もまだ

作られていないとあってはいささカ㍉島流しにあってい

るという気カミしないでもない.どこでも一長一短な

かなかうまくゆか恋いものである.

しかしこのデウドウンの町は私が通ってきたいくつ

かの町の中で一番静かできもちカミよかった.

デラドウンの町巷れいな白い盾がならぴあちこちに桝究所がある

こうしていくつかの学会に出席しまたいくつかの町

を通り1ヵ月近くインドの国内を旅行してみるとこの

通りすがりの1旅行者の頭の中にも何と抜くまとまっ

た印象カミ浮かぶものである.

まず研究所や博物館の施設については規模の大きい

ものがかなり多い.これらの建物は英領時代に建てら

れたものであるカミ新しく建ったものでも堂々としたも

のカミある.自分の国の歴史や科学について人々に知

デ多ドゥンのホテルここは背から避暑地としても知られてお

り手頃租ホテルがある�



一57一

らせるということの現れたのであろうか.とにかくこ

うした建物を中心として作られている公園の広いことは

さすがインド大陸であるという感じをすぐおもい起こさ

せる.今ニュｰデリｰの郊外ヤムナ川の聖なる河岸

に建てられつつある故ネｰノレ首相の墓地などはわが

国の畝傍御陵を思い出させるような丘である.とにか

く土地を広く使うというスケｰルの大きさが印象にの

こった.

こうした施設に働く人々についてとくに私の見た研

究所は植物学や林学にかたよっていたためかもしれな

いが働く若い女性が非常に多かった.それに既婚の

婦人も多くいづれもつつしみ深くはあるが仕事につ

いてはきわめて活発であった.若いインドの一面を示

しているのかもしれ狂い.

また研究者のうちとくに大学に学び主任クラスにあ

る人々は恵まれた環境にいる者が多く研究者というも

ののこの社会における地位がかなり高いということを

感じた.

インドの一般の社会的環境については私たち旅行者

はただ見るだけで真の姿にふれることができない.そ

してうける印象は富める者の豊かさと貧しい璃の生

活の差が大きいということであった.私たちが一番知

りたかったのは中産階級の生活なのだがこの短い期

間中には無理であったかもしれない.ただ個人的に交

際したインドの研究者からうけた暖かい友情の思い出は

忘れられないことである.(築者は燃料部)

テラドウンにある石油天然ガス公社付属研究所地質部岩石および花粉学研究室

同研究所の花粉学研究室化宥を観察中

1司研究室の花粉分析実験壺の技術貝

インド森林中火研究所デラドウン郊外にあり壮大た胤倣をもっている�
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昭和39年度の地質調査所の出版物

･地質図幅

1:2,000,000｢日本地質図｣｢日本水理地質図｣

1:200,000｢酒田｣｢新庄｣｢長崎｣

1:50,000(説明書)

｢八幡平｣｢根雨｣｢目奈久｣｢塩尻｣｢根尾｣

｢周匝｣｢国領｣｢田並｣｢鹿屋｣｢串本｣

｢志布志｣

･日本地質図索引回

I北海道V九州および本州北部

･日本水理地質図

No.7千葉西都(1:100,000)

･北海道鉱床総覧図(w)金属･非金属

･昭和59年度地質図幅目録

･地質調査所報告

No.206稲燕信雄:九州におけるダムサづト基盤の地質

学的研究

No.207挑婁W泌童滅童刎鴛⑪:馳mmaτy破童hePaleo一

鱗鵬蝸舳§ca熟F独皿asinN倣沁Ja蝉n

No誼婁0蓬安藤爆:硫化金属鉱床に伴な多ダルマ品ウム

の地球化学的研究

Nc,卿蔓撚賜斌雄須蘭芳朗1冒木における璽カ異徽

鐵(跳鞭㈱ぎ異鵠團)

洲｡,2!⑪胞洲⑪跳曲1皿｡:珊総ま服簑釣誠餐鰍鯛遣N駈

室鮒a1繕鵡Occ孤蝿卿餐董災泌整加も纂鴬C㈱童

猟i慧亘d

掴地質鰯奮新月報第帖巻繁噂簿

報文

佐野俊一1金谷弘:新潟市における地層収縮量の深魔分

布の測定

盛谷智恵1上村不二澱:鷺森県爾灘鰹郡深浦地方坪ンガ

ン鉱床の地質一層序岳地質構造を鉱床の分都一

上野三講:兵庫県北部地域蒙王3の劾浄リン質ろう石鉱床ぽ

“)いて

KojiMotoji㎜a:Geochemica1Prosp㏄tingforNatu-

ralG鵬FieMofDisso1ved-in-Water

Ty膵童1〕顯汕

欝料

火成作踊および後火成作用における水の挙動(黒田訳)

講演要冒

卒園地方のテクにックに閲する一考察(河合)

木郷産話捲肩の絶対年令(野沢1柴閏)

北九州平尾台¢)地質構造(清原)

1地質調査所用轍第渦巻縞5号

報文

森邦雄･池田魯代治:青森県八河および上北1下北一

ド似)地下水ぽついて

山間正潜:高知県下の多郷姦鉄鉱床抽よび蛇紋幾

駒外二郎:核磁力膏ゆ試作研究一時1ζ漣統記録

鞍置1ン)いて

姦良県曹蟻川電源開発地質識壷(稲⇒･ト)

高知県名蟻川右灰褐鉱床(溝島)

徳島県阿南市阿南鉱業K.K.エンドレス薩道(123m坑)

坑内落盤箇所の地質について(清島)

資料

アルタイ山脈チュイスク･ステップ北方外縁部における

地質ならびに水銀鉱床の成因の特徴(樺本訳)

･地質調査所月報第15巻第6号

報文

河内洋佑･石原舜三･神戸信和:鹿児島県双子島およ

び黒神の角閃石

高橋調･安藤武:埼玉県内新設工場群を対象とした地

下水地域調査報告一関東西部地域調査第12報一

埠

和男･池田喜代治:由良川および円山川水系産業用

水資源について

観報

酬踏淡囲西都営室川中･下流付近に分布する第三紀層の

璽鉱物(侮藤)

北海道東部池悶層の花粉分析(尾上)

シ泳夕1アリン繭部紀おけるバ聾刈け鰯蘭帯の境界お

ぶぴ凍鰯方向構造帯の静榔“)いて(桑野訳)

曲地驚鰯麓餅凋鞭鶏鳩巻第ア号

鳶童〕濠ポ童dミ童嚢籔滋蟹二A讐望｡r纂銚Q鰯獲汰icSu望双嚢y薮蓬蓬鮎伽

繍嚢械滅繊鰍欄鋤宜O竜脳St更泌洲㈱O董芝紬

独顯鍬望童鼠至馳搬㈱鮒拶至籔｡暴州幽棚室級

独脈沁駿如搬鶉跳鮒荻童夢貧餐童銚芭賦餐

関艇蜘郎1鎧月常州阿部饗彦:蛤肩喰の汐受ン分析法

婁綱時計数離ガン蝉線スペクけメｰ炎用検贈携の試作

(綿邦1青木)

秘閑剃鰍嗣郡大薦地区望)地質軸よび放射能強度につい

て(角硅松原)

着手県和賀郡沢内村地域の地質および放射能強度につい

て(盛谷｡松原･高橋)

資料

砂猪印のウ茅ンの分布について(照国訳)

中央カッフスタン韮タスイルタウｰマッシブの花開岩質

猪石中のわ川トけムの地球化学によせて(簾閉訳)

1地質鰯登所用鞍鶏渦巻第8号

織女

Yc嚢h{鼓{里ζ導Shi鮒驚訟鼓室&器量yoshi互son◎:Mi1〕er婁1cgy

械竃◎醐餐L納鮒主室嚢O㈹警童romSebu妓砥夏si星nd,

夏鰍淺⑪狼鑓三籔

臓顕英吉:北海道メップ箭周辺の金1銀1銅1鉛1樋鉛･

幣ンガン鉱床一合禽鋤五1地域琢)地質と鉱床一

徹冷木集宙捌11徴一:琉球繭讃島炭田地優識鷹縦紛

徽島県畜蟻川下沸椀域天然ガス徴候踏査結果轍告(清島)

饒蝉漆一ム状帳砂の一例(瀞木)

北頓九州窮三紀層ダ)斜層理と雌積(長浜)

欝料

中国の地質構造に関する最近の獅究(桑野訳)�
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･地質調査所月報第15巻第9号

報文

井上秀雄:大分県津久見方灰岩中のド回マイト鉱床

陶山淳治･小野吉彦･馬場健三:火山酔屑物に覆われ

る堆積岩地域における直流法の結果について

斎藤友三郎:腫児島県児ケ水湾の底質について

概報

長崎県佐竹保市下小高島構造試錐の概要(河内)

資料

Oil-bearingの炭酸塩岩中のウラン鉱化作用の

epigeneticalな黒帯性について(照旧訳)

･地質調査所月報第15巻第10号

報文
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本荘静光･井波和夫･南雲昭三郎:静岡県天竜川水系

水窪ダム地点弾性波速度測定報告

概報

釧路炭岡西部尺別および木岐地域主要炭層の花粉分析研

究(釧路炭田における花粉学的研究1)(徳永･尾上)

四目市市工業用水法指定地域内の地下水揚水可能量につ

いて(蔵囲･小西･尾崎･野間･捧･後藤)

資料

極東における第三紀･第四紀海生珪藻フロラ発達の主要

段階(桑野訳)

･地質調査所月報第15巻第11号

報文

高橋棚･池田喜代治:大分･福岡県周防灘南岸地域にお

ける工業用地下水源

南雲昭三郎･本荘散光:ダム基礎岩盤における横波の実験

佐々木実･永困松三:常磐炭田多賀地区における炭田ガ

スの調査研究報告(I)

概報

犬泣山付近の後期中生代避大岩類の化学成分(猪木･大森)

資料

ナゴリヌイ山脈の土壌中の水銀合有量に関する2,3の

デｰタ(岸本訳)

高原子番号元素の鉱石物質組成と鉱物共生関係への研究

のエミッション･ラジオグラフの応用(序本択)

･地質調査所月報第15巻第12号

報文.

尾崎次男･搾和男:那須野力原の工業用水源

一関東東部地域調査第6報一

井上秀雄･五一ト嵐俊雄･高橋博:北九州市門司区恒見

匹つ高鉱山のドロマイト鉱床について

南ユ三昭三郎:厚さが雌線的1こ変る阪内の分散惟弾性波

(模型実験)

倉沢一･松井和典:長崎県五島列島橿江島の南東に散在

する島々の玄武岩類

資料

岩riの弾性的および強度的性質(その1)(大草1次)

･地質調査所月報第16巻第1号

報文

尾崎次男･岸和男･狛武･横田節哉:豊平川扇状

地および発寒川扇状地の地下水一生として地下

水の供給量について一

尾崎次男･菅野敏夫:津軽平野の被圧地下水一東北地方

総活調査研究一

島橘槻:埼玉県行田･羽生地区における工業用地下水源地

域調査報告

資料

岩石の弾性的および強度的性質(その2)(大革訳)

･地質調査所月報第16巻第2号

報文

平山次郎･鈴木尉元:フリッシュ型砂泥互層を構成する

単層の形態と組織について

鎌田清吉:大阪湾南部の海底地質と海底地形との関係につ

いて

須田芳朗･細野武男:常磐炭田双葉･石城地区重力探査

概報

島根県飯梨川布部ダム予定地点付近の地質(河合)

資料

極間のスイフン盆地の爽炭層の胞子･花粉群(小岩井訳)

･地質調査所月報第16巻第5号

報文

堀川義夫･氏家明:自動車放射能探査による山形県南部

地域の放射能強度分布

堀川義夫･小尾中丸:自動車放射能探査による愛知県東

都地域の放射能強度分布

杉山友紀･小尾中丸･金谷弘:兵庫県南都地域自動車

放射能探査報告

概報

秋岡県花岡･小坂鉱山における放射能の測定(佐野･室住)

高知県･肩立山西側地区放射能強度について(清島)

高知県幡多郡黒尊渓谷放射能強度について(清島)

日田盆地周辺玖珠川上流付近の放射能研究調査報告(古

川)

鹿児島県大隈半島東南部地域の放射能強度分布調査の概

要(肥囲･原田･清水)

鹿児島県大隈半島南部地域の放射能強度(小村･原田)

哩児島県川田郡笠沙町付近の放射能研究調査報告(古川)

資料

古菌類学･一石炭α〕班.微鏡的研究の新カ針(小若月訳)
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